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◎
別
日
　
父
の
日
　
夏
至

◎
2
5
日
　
救
ら
い
の
日

◎
2
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日
　
国
連
憲
章
記
念
日
（
昭

　
　
和
二
〇
年
、
　
一
九
四
五

　
　
　
年
）

　
　
国
連
憲
童
の
調
印
。
一

　
　
九
四
五
年
の
き
ょ
う
、

　
　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で

　
　
世
界
の
国
々
が
国
際
運

　
　
　
合
憲
章
に
調
印
し
た
。
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昭和39年6月15日　（月曜日）　定価一郁5円　発行　毎月15日　発行所　十日釘市役所

人　　口　　50，554

　　男　24，m2

　　女　26，322

世帯激　9，8記
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期
期
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2
日

第
第
0

　
　
　
　

税
料
月

　
険
6

　
保
民
康
期

　
健
納

　
民
市
国

気
象
の
変
化
に
注
意

　
適
切
な
管
理
を
、
こ
れ
か
ら
の
稲
作

　
　
　
　
　
　
十
日
町
地
区
農
業
改
良
普
及
所

こ
と
し
は
太
陽
活
動
の
極
小
年
に

あ
た
っ
て
お
り
、
平
年
と
く
ら
ぺ
て

か
な
り
か
た
よ
り
の
大
き
い
天
候
の

現
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
昨
年
末
か
ら
年
始
に
か
け

て
の
暖
冬
、
二
月
の
厳
寒
、
四
～
五

月
の
異
常
乾
燥
、
、
干
害
等
の
現
象
は

そ
の
現
わ
れ
の
一
部
で
あ
っ
て
、
今

後
も
か
な
り
の
大
き
な
変
動
が
予
想

さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
稲
作
管

理
も
、
気
象
の
変
化
に
対
応
す
る
技

術
を
充
分
に
知
っ
て
お
い
て
、
機
を

失
せ
す
適
切
な
管
理
を
行
な
わ
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
。

一
、
浅
水
管
理
で
健
全
に

こ
と
し
の
苗
代
期
は
比
較
的
順
調

に
経
過
し
て
苗
も
堅
実
に
生
育
し
た

が
、
田
植
期
を
迎
え
た
五
月
中
下
旬

に
か
け
て
晴
天
が
続
き
、
異
常
乾
燥

と
な
っ
て
各
地
に
、
広
い
範
囲
に
わ

た
っ
て
干
害
が
発
生
し
た
。
そ
の
結

果
予
定
し
た
田
植
を
の
ぱ
さ
ざ
る
を

え
な
く
な
り
、
結
果
的
に
は
徒
長
苗

を
植
え
た
こ
と
に
な
っ
た
。
幸
い
二

十
二
日
か
ら
の
慈
雨
に
よ
っ
て
田
植

も
無
事
す
ま
す
こ
と
が
出
来
た
。

徒
長
苗
を
植
え
た
場
合
、
活
着
を

早
め
る
に
は
深
水
管
理
に
よ
っ
て
植

傷
み
を
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
根
づ
い
た
ら
直
ち
に
浅
水
管
理

に
切
り
か
え
て
、
初
期
の
生
育
促
進

を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
叉
深
植

十日町市告示第20号

地方自治法（昭和22年法律第67号）第219条第2項の規定により・昭和39年5月
25日市議会の議決を経た昭和39年度十FI町市補正予算の要領を次のとおり告示する。

なお、予算原本は当市役所庶務課に保管する。

　　　昭和39年5月28日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋日町市長村山謙吉

簗
籍
鷺
耀
株
元
か
き
顛
雛
蔓
魏
編

梅
雨
期
に
な
れ
ぱ
日
照
不
足
か
ら
一
懸
念
さ
れ
る
。

稲
は
軟
弱
と
な
り
、
病
害
虫
の
被
害
　
　
最
近
農
薬
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
薬

を
受
け
易
す
く
な
る
の
で
、
極
力
浅
を
撒
布
す
れ
ば
病
気
は
防
げ
る
も
の

チ
病
は
や
Σ
多
め
の
見
込
み
で
あ
る

か
ら
常
発
地
、
不
良
環
境
地
、
水
不

足
で
田
植
の
お
く
れ
た
地
帯
で
は
、

多
発
の
危
険
性
が
高
い
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
こ
と
し
は
今
後
も
異
常
天
候

の
可
能
性
が
あ
る
の
で
気
温
の
推
移

に
注
意
し
、
ほ
場
の
見
廻
り
、
早
期

発
見
、
早
期
防
除
に
努
め
、
補
植
用

苗
の
残
り
を
阜
め
に
除
去
す
る
よ
う

に
す
る
．

葉
イ
モ
チ
病
が
多
発
す
る
穂
首
イ

モ
チ
病
に
移
行
し
て
減
収
と
な
り
、

品
質
を
低
下
す
る
原
因
と
な
る
か
ら

葉
イ
モ
チ
病
を
完
全
に
防
除
す
る
よ

う
に
つ
と
め
る
。

害
虫
も
少
雪
、
暖
春
の
影
響
か
ら

早
く
発
生
し
て
い
る
の
で
、
時
期
を

誤
ら
ぬ
よ
う
農
薬
を
使
用
し
て
駆
除

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
B
H

C
粒
剤
の
使
用
は
時
期
を
お
く
れ
ぬ

よ
う
注
意
す
る
。

三
、
饗
肥
の
詩
期
を
誤
ら
ぬ
よ
う
．

一
寵
に
施
し
た
肥
料
が
流
亡
せ
す

必
要
な
時
期
に
必
要
な
量
だ
け
吸
収

利
用
さ
れ
れ
ぱ
、
穂
肥
の
必
要
は
な

い
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
元
肥
に

多
量
に
施
す
と
必
要
以
上
に
吸
わ
れ

て
、
稲
が
出
来
す
ぎ
イ
モ
チ
病
が
発

生
し
た
り
、
倒
伏
の
原
因
と
な
る
の

で
大
部
分
は
元
肥
に
し
一
部
を
穂
肥

と
し
て
施
し
施
す
時
期
は
出
穂
前
の

二
十
五
日
頃
で
、
稲
の
幼
穂
形
成
期

に
施
す
。
稲
の
姿
を
見
て
施
肥
量
を

決
め
る
が
、
硫
安
で
一
キ
勘
～
七
キ
ロ

咳
程
度
と
す
る
。
又
中
間
追
肥
は
イ

モ
チ
病
の
発
生
の
誘
因
と
な
る
の
で

絶
対
に
さ
け
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

四
、
除
草
剤
を
上
手
に
使
う

P
C
P
の
実
用
化
に
よ
っ
て
、
初

期
に
発
生
す
る
雑
草
は
抑
え
ら
れ
る

が
、
後
期
に
発
生
す
る
雑
草
に
対
し

て
は
一
西
i
D
等
の
ホ
ル
モ
ン
型
の
…

除
草
剤
を
使
用
す
る
。
使
用
時
期
ま

む
づ
か
し
く
、
誤
ま
る
と
か
え
っ
て
，
、
合
ン
幼
穂
形
成
期
は
セ
月
初
旬
に
な

減
収
を
招
く
場
合
も
あ
る
の
で
注
意
る
の
で
、
そ
れ
以
降
に
な
っ
て
撒
布

す
る
．
二
四
ー
D
の
使
用
時
期
は
出
す
る
と
薬
害
に
よ
り
減
収
す
る
。
撒

穂
前
三
十
五
日
セ
三
十
日
の
頃
で
水
布
時
「
期
に
低
温
の
場
合
は
二
四
i
D

稲
の
生
育
時
期
で
み
る
と
最
高
分
け
よ
り
低
温
の
障
害
の
す
く
な
い
M
C

っ
期
か
ら
幼
穂
形
成
期
ま
で
の
間
で
P
を
使
用
す
る
か
、
場
合
に
よ
っ
て

あ
っ
て
お
そ
す
ぎ
る
と
薬
害
を
受
け
は
中
止
す
る
こ
と
も
考
え
ね
ぱ
な
ら

る
の
で
注
意
す
る
。
特
に
早
生
の
場
な
い
．

水
管
理
を
励
行
し
、
分
け
つ
を
促
進

し
、
健
全
な
発
育
を
は
か
る
よ
う
に

注
意
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

二
、
イ
モ
チ
病
は
や
や
多
い
。

苗
代
期
は
殆
ん
ど
病
害
虫
の
発
生

（単位千円）

危
険
区
域
に
立
入
ら
ぬ
よ
う

　
　
　
十
八
日
か
ら
市
内
全
域
（
水
田
）

　
　
　
農
薬
ボ
り
ー
ド
ー
ル
撤
布

稲
の
病
害
虫

二
化
メ
そ
虫
防
除
の
た
め
十
八
日

か
ら
七
月
五
日
ま
で
の
閲
市
内
全
域

の
水
田
に
、
農
薬
ボ
リ
ー
ド
ー
ル
が

撒
布
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
危
険
区

域
に
は
そ
れ
ぞ
れ
赤
旗
で
標
示
さ
れ

ま
す
の
で
同
区
域
に
立
入
ら
ぬ
よ
う

充
分
注
意
し
、
事
故
の
な
い
よ
う
ご

汐
一
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

障
害
年
金
等
の
支
給
範
囲
拡
大

　
所
得
制
限
緩
和

　
　
改
善
さ
れ
た
国
民
年
金

今
回
の
第
四
十
六
通
常
国
会
に
お
　
一
、
福
祉
年
金
の
支
給
制
限
の
緩
和

昭和39年度十日町市補正予算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
が
行

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
趣
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
制
度
に
つ
い
て
そ
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
容
の
充
実
を
図
る
た
め
瞳
害
年
金
の

と
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
健
全
な
稲
支
給
の
対
象
と
な
る
範
囲
を
結
核
、

を
育
て
て
病
気
に
か
か
る
こ
と
を
事
精
神
病
等
の
内
科
疾
患
に
基
す
く
障

前
に
防
ぐ
こ
と
が
、
最
も
重
要
な
こ
害
者
ま
で
拡
大
す
る
と
も
に
支
給
制

と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
限
を
緩
和
す
る
等
の
改
善
を
行
う
。

こ
と
し
の
発
生
予
報
で
は
葉
イ
モ
　
◎
要
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瀕
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水
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屋
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会
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益
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公
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（

場
計
）

畜
樽
と
習

①
本
人
の
所
得
制
限

受
給
権
者
本
人
の
所
得
に
よ
る
福

祉
年
金
の
支
給
停
止
の
基
準
額
が
今

ま
で
十
八
万
円
で
あ
っ
た
が
今
回
の

改
正
に
よ
リ
コ
一
十
万
円
」
に
引
上

げ
ら
れ
た
。

②
扶
養
義
務
者
の
所
得
制
限

扶
養
義
務
者
の
所
得
制
限
の
基
灘

額
は
従
来
扶
養
親
族
が
五
人
で
給
与

所
得
の
収
入
金
額
六
十
万
円
の
者
の

所
得
税
法
上
の
総
所
得
金
額
と
し
て

い
た
が
今
回
の
改
正
法
で
は
扶
養
義

務
者
で
扶
養
親
族
が
な
い
場
合
の
給

与
所
得
の
「
収
入
金
額
四
十
万
円
」

を
基
礎
と
し
て
扶
養
親
族
の
数
に
応

じ
て
緩
和
す
る
こ
と
と
し
た
。
扶
養

親
族
五
人
の
場
合
の
給
与
所
得
の
収

入
金
額
が
六
十
五
万
四
千
三
百
七
十

五
円
と
な
り
従
前
よ
り
約
五
万
円
程

｝
度
引
上
げ
ら
れ
た
①
及
び
②
の
支
給

履
は
一
一
一
＋
九
年
五
月
分
か
ら
改
正

さ
れ
ま
す
。

③
公
的
年
金
と
福
祉
年
金
の
併
給
の

　
緩
和

　
戦
争
公
務
に
よ
り
死
亡
し
又
は
廃

疾
と
な
っ
た
こ
と
に
基
す
く
公
的
年

金
受
給
者
（
遺
族
年
金
、
公
務
扶
助

料
等
）
に
対
す
る
福
祉
年
金
の
併
給

の
限
度
額
を
七
万
円
か
ら
「
八
万

円
」
に
引
上
げ
ら
れ
た
。
な
お
こ
の

併
給
限
度
額
の
引
上
げ
は
戦
争
公
務

の
場
合
に
の
み
限
ら
れ
る
も
の
で
一

般
公
務
（
普
通
恩
給
、
年
金
等
）
に

よ
る
限
度
額
は
「
二
万
四
千
円
」

は
現
行
通
り
据
置
き
で
す
。
③
の
支

給
制
限
は
三
十
九
年
の
一
月
分
よ
り

③

商業

年
間
販
売
額

九
三
憶
円

昔
か
ら
十
日
町
市
は
織
物
の
街
と

し
て
発
展
、
商
業
も
こ
れ
ら
織
物
と

共
に
急
速
な
進
歩
を
と
げ
て
お
ひ
ま

す
。
市
の
商
店
数
は
前
回
（
昭
和
三

十
七
年
）
の
商
業
調
査
で
七
三
八

店
、
年
問
販
売
額
九
三
億
円
に
も
達

し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

商
業
地
域
は
旧
十
日
町
を
中
心
に
川

治
、
下
条
、
中
条
、
水
沢
、
吉
田
、

十日町市の商店数、従業員数、年間販売額

襯377・・窃

六
箇
に
分
け
ら
れ
各
地
区
の
任
意
商

店
組
合
が
中
心
と
な
り
研
究
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
最
近
は
変
通
事
情
の

好
転
と
と
も
に
経
済
範
囲
も
拡
大
さ

れ
、
今
後
商
勢
は
一
段
と
盛
況
を
極

め
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す

改
正
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
こ
の
場
合

三
十
八
年
九
月
分
ま
で
老
令
福
祉

年
金
を
受
け
て
お
っ
た
も
の
で
現
在

全
額
支
給
停
止
さ
れ
て
お
る
者
は

（
死
亡
者
は
除
く
）
再
び
老
令
福
祉

年
金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
受
給
権
者
に
対
し
近
く
県

か
ら
国
民
年
金
証
書
が
交
付
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

二
、
瞳
害
年
金
等
の
支
給
範
囲
の
拡

大瞳
害
年
金
お
よ
び
障
害
福
祉
年
金

は
現
在
麦
給
の
対
象
と
な
る
障
害
の

範
囲
は
外
部
的
に
現
わ
れ
た
障
害
に

限
ら
れ
て
い
た
が
今
回
の
改
正
に
よ

り
新
た
に
結
核
及
び
精
神
病
の
「
内

部
障
害
」
が
対
象
と
し
て
加
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

①
内
部
障
害
の
範
囲

イ
、
結
核
（
非
結
核
性
の
呼
吸
器
疾

患
を
含
む
）

結
核
性
疾
患
に
よ
る
も
の
で
あ
れ

ぱ
内
臓
瞳
害
で
あ
ろ
う
と
身
体
各

部
位
に
現
わ
れ
た
瞳
害
で
あ
ろ
う

と
す
べ
て
対
象
と
な
る
。

ロ
、
精
神
病

精
神
薄
弱
、
精
神
病
質
（
異
状
性

格
）
神
経
症
（
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
）
は

除
か
れ
る
が
精
神
薄
弱
に
つ
い
て

は
、
社
会
福
祉
の
一
環
と
し
て
重

度
身
体
障
害
者
手
当
に
よ
る
措
置

が
別
に
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

②
障
害
の
程
度

イ
、
結
核
、
持
続
性
の
機
能
障
害

　
（
例
え
ぱ
広
汎
空
洞
）
あ
る
い
は

絶
対
安
静
の
病
状
の
持
続
に
よ
っ

　
て
日
常
生
活
に
常
時
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
。

ロ
、
精
神
病
、
持
続
性
の
障
害
に
よ

〔注〕計量器をお持ちの方で受検しないで取引証明に使用しますと
　　　罰則が適用されますのでご注意ください。

　　　　　　計量器定期検査施行日程表

　　　区　　　　　　　　　域

本町1丁目上下，本町東西1丁目，本町
2丁目，本町3丁目，宮下東西，諏訪町
神明町，水野町，巾若宮町

学校町，田川町，川原町，田中町東西，田中
町本通り，袋町東西中，西寺町，泉町，栄町

昭和町1．2・3・4コ’目，関ロ樽口町，加賀

糸屋町高田町！・2。3丁目，七軒町，本町
4・5丁目，西浦町東西，本町6丁目

駅通り，旭町，春日町，稲荷町1．2・3・4
丁目，八幡田町，島・江道，猿倉・津池，

軽沢，菅沼大池，赤倉

樋鋼」墾魁
　　　　午前8時30分
市体育舘　　　1
　　　　　　午後4時

検査月日

7月7日

午前8時30分
　　～
午後4時

午前8時30分
　　　聖

　午後4時

午前8時30分

　　　～

　午後4時

市体育舘7月8日

市体育舘7月9日

1市体育舘

1

7月10日

っ
て
日
常
生
活
に
常
時
介
護
及
び

指
導
を
必
要
と
す
る
状
態
。
精
神

障
害
者
に
つ
い
て
は
精
神
衛
生
法

に
よ
る
精
神
鑑
定
医
の
作
成
し
た

診
断
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
障
害

者
に
対
し
て
は
三
十
九
年
八
月
｝

日
現
在
そ
の
状
態
に
あ
る
も
の
に

対
し
障
害
年
金
又
は
障
害
福
祉
年

金
を
請
求
し
三
十
九
年
九
月
分
か

ら
麦
給
さ
れ
ま
す
。

③
廃
疾
認
定
日
の
改
正

　
今
ま
で
は
傷
病
の
固
定
し
た
日
を

廃
疾
認
定
日
と
し
て
お
り
ま
し
た
が

今
回
の
改
正
に
よ
り
内
部
疾
患
が
取

り
入
れ
ら
れ
た
結
果
初
診
日
か
ら
三

年
を
経
過
し
た
日
（
た
だ
し
そ
れ
以

前
に
固
定
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
場

合
は
そ
の
日
）
に
改
正
さ
れ
ま
し

一
た
。
こ
の
措
置
は
国
民
年
金
制
度
発

「足当
初
か
ら
内
部
瞳
害
を
採
用
し
て

い
た
と
同
様
に
擬
制
さ
れ
る
も
の
で

一
あ
る
か
ら
一
定
年
令
の
者
を
除
き
保

険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
。
以
上
今
回
改
正

さ
れ
た
大
要
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
永
年
．
要
望
し
て
お
り
ま
し
た
内
部

疾
患
に
も
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
、

π
覆
耀
が
籍
さ
れ
る
な
ど
年

商
業
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

　
　
　
　
　
ー
七
月
一
日
現
在
－

通
商
産
業
省
で
は
二
年
ご
と
に
全
’
し
ま
す
。
な
お
提
出
さ
れ
た
調
査
票

国
の
商
店
を
対
象
と
し
て
商
業
統
計

調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

年
は
第
七
回
の
調
査
の
年
に
当
た
り

七
月
一
日
現
在
で
調
査
を
行
な
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
都
道
府
県
知

事
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が

み
な
さ
ま
の
お
店
に
伺
っ
て
調
査
票

の
記
入
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が

記
入
に
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い

は
統
計
目
的
以
外
た
と
え
ば
徴
税
そ

の
他
み
な
さ
ま
万
の
不
利
益
に
な
重

こ
と
に
使
用
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
か
ら
あ
り
の
ま
ま
報
告

し
て
下
さ
い
。

◇
調
査
の
目
的

　
商
店
の
分
布
状
況
、
商
業
活
動

　
な
ど
を
調
査
し
そ
の
結
果
を
商

　
業
政
策
に
立
て
る
上
の
基
本
的

　
な
資
料
と
す
る
。

金
受
給
者
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
明
る

い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

間．を追放

し合せ
時
申

ミとおかまち

　四日会で

掲

市
内
官
公
庁

代
表
に
よ
る

「
四
日
会
」
で

は
去
る
六
月
＋

日
の
時
の
記
念

日
に
市
役
所
で

緊
急
四
日
会
を

開
き
、
従
来
の
一

い
わ
ゆ
る
∠
、

会
お
か
ま
ち
時
間

”
を
追
放
し
、

時
間
を
正
確
に
『

守
る
こ
と
に
つ

い
て
話
し
合
い

定
刻
五
分
前
集

合
の
実
行
な
ど
、
つ
ぎ
の
五
項
目
に

わ
た
る
申
し
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た

【
四
日
会
申
合
せ
事
項
】

　
　
昭
和
三
十
九
年
六
月
十
日

一
、
会
議
開
閉
時
間
等
計
画
表
示
の

　
実
行

招
集
責
任
者
は
開
会
、
、
閉
会
予
定

時
間
を
文
書
に
表
示
案
内
す
る
こ
－

と
。

二
、
定
刻
五
分
前
集
合
の
実
行

主
催
者
及
び
出
席
者
は
、
会
議
開

会
時
間
少
な
く
と
も
五
分
前
に
会
一

場
に
出
席
す
る
こ
と
。

三
、
定
刻
開
会
、
定
足
数
不
足
は
流

会
の
実
行

開
会
時
間
が
来
た
ら
か
な
ら
す
開

会
す
る
こ
と
。
定
足
数
を
必
．
要
と

す
る
会
議
に
あ
っ
て
は
、
開
会
時

間
に
定
足
数
に
達
し
な
い
場
合
流

会
と
し
再
度
会
議
を
招
集
す
る
こ

と
。

四
、
事
故
は
事
前
に
連
絡
を
実
行

都
合
に
よ
り
出
席
で
き
な
い
場
合
－

や
遅
刻
す
る
場
合
は
、
会
議
招
集

者
に
か
な
ら
す
連
絡
す
る
。

五
、
官
公
庁
は
毎
日
時
計
の
規
正
を

　
実
行

　
諸
官
公
庁
は
、
一
日
一
回
か
な
ら

　
す
時
間
を
合
せ
る
こ
と
。

’
頑

土の発展を三代議士にきく

　田中彰治先生　大竹太郎先生　塚田徹先生

　中沢惣吉先生（新潟日報論説委員）

　6月21日（日曜日）午後1時

　十日町市民体育舘
　〔多数のご聴講をお待ちしております〕

◎代表質間者　十日町市長村山謙吉
　　　　津南町長　村山正司
　　　　川西町長　中村壮吉
　　　　中里村長　高橋幸作

郷
者
会
時
所

　
　
席

　
　
出
司
日
場

　
　
◇
◇
◇
◇

質
流

一
、
日
時

一
、
場
所

一
、
公
売
品

所議会静鷺＋＋
㎜

　
　
　
鑑主後
㎜

れ
品
公
売

六
月
二
十
九
日
（
月
曜
）

午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
半
ま
で

十
日
町
市
公
益
質
舗
（
市
内
関
口
樋
口
町
）

時
計
十
点
、
洋
服
類
二
十
点
、
オ
ー
バ
ー
十
点

ラ
ジ
オ
ニ
点
、
そ
の
他
衣
類
多
数
、
電
気
ギ
タ

ー
、
靴
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
着
物
反
物
等
。

　
　
成
人
式
の
ス
ナ
ッ
ブ
写
真
を

　
　
公
民
舘
で
あ
っ
せ
ん

　
市
公
民
舘
で
は
去
月
十
日
の
本
年
度
成
人
式
に
撮
影
し
た
当
日
の

　
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
希
望
者
に
実
費
で
お
世
話
し
て
お
り
ま
す
。

　
写
真
は
カ
ラ
ー
、
臼
黒
、
両
方
で
同
公
民
舘
内
の
入
口
正
面
に
展

　
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
入
用
の
方
は
二
十
日
ま
で
に
茄
申
込
み

　
下
さ
い
。

　
　
み
ん
な
で
公
園
を

　
　
　
　
　
ま
も
り
ま
し
ょ
う

一
　
最
近
市
内
の
公
園
を
荒
す
非
行
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
特
に
よ
い

　
子
た
ち
の
健
全
な
遊
び
場
と
な
っ
て
い
る
児
童
遊
園
地
が
ベ
ン
チ

　
な
ど
こ
わ
さ
れ
困
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
大
切
に
し
て
ゆ
き
ま

　
し
ょ
う
。

講場　 日

師所　時家

・新中夜六庭
幼大　 七月
男喬央童羊教
心分公十三
謬校民争具育
3斉舘講箋学
て藤　 三回
’　　＋目級
　和　 分）

　代

　
果
実
酒
の
講
習
会

日
　
時
　
　
六
月
ニ
モ
日

　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
赴
午
後
三
時
三
十
分

場
所
　
中
央
公
民
舘

講
師
　
　
石
田
穣
受
講
料
無
料

レ躍““““〃！／〃〃〃ノ〃〃！〃！〃〃／〃〃／〃／！〃〃〃〃！〃〃〃／〃！〃〃〃〃〃！〃／〃〃〃〃Z／〃／〃／〃〃／〃〃〃〃ノ〃〃！〃〃〃〃〃〃〃Z／”””／””””！Z””∠！””””””””／”ノ””””””””””！！”””””豚”Z”””／〆”””””””””！
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梅
雨
前
線
豪
雨
に
備
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
急

　
今
年
は
異
状
気
象
の
年
で
あ
る
と

い
わ
れ
、
今
後
台
風
、
集
中
豪
雨
等

に
よ
る
災
害
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
災
害
防
止
対
策
な
ら

び
に
災
害
発
生
後
の
措
置
に
つ
い
て

次
の
事
項
を
参
考
と
し
、
最
も
危
険

率
の
大
き
い
か
ん
が
い
用
の
た
め
池

に
つ
い
て
責
任
者
を
定
め
て
現
況
を

調
ぺ
、
特
別
の
注
意
と
準
備
を
是
非

実
行
し
て
下
さ
い
。

一
、
た
め
池
（
土
堰
堤
）
の
耐
用
年

　
数

　
土
堰
堤
造
り
の
た
め
池
の
標
準
耐

用
年
数
は
六
十
年
で
す
。
古
い
た
め

池
の
ほ
と
ん
ど
は
寿
命
が
き
て
い

て
、
し
か
も
比
較
高
い
場
所
に
あ
り

ま
す
の
で
、
人
、
家
屋
、
農
地
、
道

路
、
橋
架
そ
の
他
に
対
す
る
危
険
度

が
非
常
に
高
い
わ
け
で
す
。
市
内
で

は
大
小
約
三
五
〇
余
の
た
め
池
が
あ

り
、
そ
の
八
割
が
補
強
を
必
要
と
し

池
の
管
理

資
材
の
確

て
い
る
実
情
で
、
近
年
吉
田
山
谷
、

鐙
坂
、
安
養
寺
が
大
規
模
な
補
強
工

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

二
、
平
常
時
の
管
理

①
堤
体
の
草
刈
及
び
草
焼
を
励
行
し

　
て
雑
本
を
生
や
さ
な
い
よ
う
に
し

　
常
に
地
肌
が
見
え
、
容
易
に
漏
水

　
な
ど
が
発
見
で
き
る
よ
う
に
し
て

　
お
く
こ
と
。

②
堤
体
の
法
面
で
子
供
が
滑
っ
て
遊

　
ん
だ
り
、
又
は
法
面
を
掘
り
起
し

　
て
耕
作
し
た
り
、
道
路
に
利
用
し

　
な
い
こ
と
。

③
底
樋
（
敷
ト
ヨ
）
余
水
吐
、
及
び

　
後
法
先
の
状
態
に
常
に
注
意
し
、

　
漏
水
の
有
無
を
確
め
る
こ
と
。

④
余
水
吐
附
近
の
土
砂
く
す
れ
に
注

　
意
す
る
と
と
も
に
、
特
に
貯
水
量

　
の
増
加
を
図
る
た
め
に
余
水
吐
に

　
土
俵
等
を
積
む
こ
と
は
絶
対
避
け

　
る
こ
と
。
現
在
積
ん
で
い
る
た
め

監
閣
■
囎
…
＝
≡
…
＝
≡
一
＝
一
＝
＝
…
…
＝
一
…
…
二
＝
一
＝

…
　
　
六
月
は
梅
雨
の
月
。
雨
、
雨
、

㎜
　
雨
。
う
っ
と
お
し
い
お
天
気
が
つ
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欝

を
充
分

保
も

壱こ

　
池
は
早
急
に
取
除
い
て
お
く
こ

　
と
。

⑤
余
水
吐
の
な
い
た
め
池
は
非
常
に
一

　
危
険
で
あ
る
か
ら
農
業
土
木
係
員

　
　
（
以
下
「
係
員
」
と
い
う
）
に
至

　
急
相
談
し
て
対
策
す
る
こ
と
。

⑥
た
め
池
の
流
域
を
調
ぺ
土
砂
く
す

　
れ
の
危
険
の
あ
る
場
所
が
な
い
か

　
確
め
る
こ
と
。

　
危
険
の
あ
る
場
所
を
発
見
し
た
と

　
き
は
、
こ
れ
を
防
止
す
る
施
設
を

　
設
け
る
こ
と
。
比
較
的
大
き
な
と

　
き
は
係
員
に
相
談
す
る
こ
と
。

⑦
土
堰
堤
以
外
の
た
め
池
周
辺
の
木

　
を
伐
ら
な
い
こ
と
。

⑧
重
ね
池
（
上
下
に
連
っ
て
あ
る

　
池
の
場
合
は
、
上
の
池
の
管
理
に

　
平
常
時
、
非
常
時
と
わ
す
特
に
留

　
意
す
る
こ
と
。

⑨
た
め
池
の
水
の
色
に
常
に
注
意

　
し
、
に
ご
っ
て
い
る
と
き
は
そ
の

　
ム
▲
》
蛤
》
ー
畠
サ

高
木
さ
ん
が
一
位

　
　
大
池
市
民
魚
釣
大
会

　
第
八
回
市
民
魚
釣
大
会
は
、
去
る

六
日
大
池
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
は
あ
い
に
く
の
梅
雨
空
で
、
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
は
あ
ま
り
よ
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
朝
早
く

か
ら
日
頃
自
慢
の
ウ
デ
を
競
い
、
そ

の
結
果
、
高
田
町
の
高
木
さ
ん
が
重

さ
四
・
二
五
♂
の
大
漁
を
釣
り
上
け

見
亭
一
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
成
績

は
次
の
と
お
り
。

①
高
木
平
八
（
高
田
町
）
四
・
二
五

キ

ロ
②
庭
野
洋
一
（
田
川
町
）
四
ヂ
、

根
津
福
治
（
新
座
）
三
・
八
六
♂
0

梅
野
真
諦
（
大
池
）
二
・
四
～
④
桐

屋
（
昭
和
町
）
二
♂
⑤
金
高
貞
治
（
稲

荷
町
）

【
写
真
は
ウ
デ
を
競
う
テ
ン
グ
連
】

　
原
因
を
確
め
る
こ
と
。

三
、
非
常
時
の
管
理

①
台
風
異
状
降
雨
に
備
え
て
あ
ら
か

　
じ
め
た
め
池
に
つ
い
て
と
る
べ
き

　
処
置
を
計
画
し
て
お
く
こ
と
。

②
非
常
の
場
合
の
応
急
資
材
（
土
俵

　
む
し
ろ
、
か
ま
す
、
な
わ
、
枕
木

　
器
具
な
ど
）
を
予
め
準
備
し
て
お

　
く
こ
と
。

③
台
風
襲
米
時
お
よ
び
異
状
降
雨
の

　
と
き
は
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
そ

　
の
他
気
象
通
報
に
注
意
し
、
受
益

　
関
係
者
と
の
連
絡
体
制
を
整
え
る

　
と
共
に
、
す
み
や
か
に
責
任
者
及

　
び
監
視
人
を
た
め
池
現
場
に
配
置

　
（
二
人
以
上
）
す
る
か
見
廻
り
を

強
化
す
る
こ
と
。

④
決
潰
の
お
そ
れ
あ
る
た
め
池
に
つ

　
い
て
は
、
予
め
被
害
を
最
少
限
に

　
喰
止
め
得
る
箇
所
を
選
定
し
て
お

　
き
、
切
道
の
場
合
そ
の
箇
所
を
責

　
任
者
の
指
示
に
よ
り
切
り
開
く
こ

　
と
。
又
こ
の
た
め
に
は
開
削
に
よ

　
り
被
害
を
受
け
る
者
に
対
す
る
補

　
償
、
避
難
処
置
等
に
つ
き
予
め
協

　
定
し
て
お
く
こ
と
。

⑤
た
め
池
の
実
情
に
応
じ
て
予
め
危

　
険
を
予
知
さ
れ
る
一
定
以
上
の
降

　
雨
量
を
定
め
て
お
き
、
そ
の
限
界

　
に
達
し
た
と
き
は
次
の
点
に
注
意

　
し
、
又
は
処
置
す
る
こ
と
。

〔
1
〕
樋
管
の
栓
を
抜
く
こ
と
。

〔
2
〕
取
入
口
の
水
を
は
す
し
た
め

　
　
　
池
へ
の
流
入
を
止
め
る
こ

　
　
　
と
。

〔
3
〕
流
入
し
て
く
る
水
の
色
お
よ

　
　
　
び
浮
遊
物
に
注
意
し
、
水
の

　
　
　
色
が
急
変
し
樹
葉
、
樹
木
等

　
　
　
の
流
入
が
あ
れ
ば
上
流
部
の

　
　
　
上
崩
れ
と
考
え
余
水
吐
の
水

　
　
　
位
上
昇
に
注
意
す
る
こ
と
。

〔
4
〕
流
木
等
余
水
吐
の
妨
げ
に
な

　
　
　
る
も
の
は
早
急
に
取
除
く
こ

　
　
　
と
。

密
§
…
…
…
≡
3
騨
≡
≡
§
壱
…
一
一
…
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…
一
§
…
…
…
一
…
…
…
…
≡
…
一
一
…
…
…
≡
…
…
§
騨
一
…
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…
一
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…
…
…
…
…
…
一
…
…
…
≡
…
…
一
≡
…
…
…
7

　
り
は
晴
れ
る
日
が
多
い
見
込
み
で

　
す
。
下
旬
は
平
年
程
度
の
前
線
の

　
活
動
が
見
込
ま
れ
、
一
時
的
大
雨

　
の
降
る
所
も
あ

　
り
、
叉
低
温
が

　
現
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
【
上
旬
概
況
】

　
　
北
方
の
高
気
圧
の
影
響
が
あ
っ

　
て
、
五
月
に
く
ら
ぺ
や
や
雲
の
多

　
い
天
気
で
し
ょ
う
。
旬
の
初
め
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
（
あ
ふ
れ
る
水
の
深
さ
）
に
一

　
　
　
達
し
た
と
き
は
、
責
任
者
に
［

　
　
　
通
報
し
流
心
の
万
向
に
あ
る

　
　
　
部
落
民
に
避
難
の
“
待
機
4

　
　
　
を
さ
せ
る
こ
と
。

〔
5
〕
余
水
吐
が
計
圃
溢
流
水
深

，
【
全
般
概
呪
】

8ーコしヨしロ、
　
こ
の
期
聞
上
、
中
旬
は
例
年
よ
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…
一
一
＝
曽
＝
剛
＝
＝
＝
＝
≡
一
＝
＝
＝
＝
≡
＝
＝
一
＝
一
＝
需
＝
…
≡
≡
＝
＝

北
陸
地
方

〔
6
〕
水
位
の
上
昇
度
を
三
十
分
毎

　
　
に
調
ぺ
る
こ
と
。

〔
7
〕
そ
の
他
た
め
池
施
設
に
異
状

と
旬
末
頃
天
気
は
く
す
れ
や
す
い

見
込
み
で
す
。
気
温
は
一
時
低
目

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
平

均
で
は
平
年
並
降
水
量
と
日
照
も

大
体
平
年
並
の
見
込
み
で
す
。

　
　
　
　
旧

【
中
旬
概
況
】

　
割
合
晴
れ
間
が
多
い
見
込
み
で

す
が
、
旬
の
中
頃
と
旬
末
頃
天
気

が
く
す
れ
や
す
い
見
込
み
で
す
。

平
均
気
温
は
高
目
で
す
が
後
半
に

　
　
急
変
を
認
め
た
と
き
は
係
員

　
　
に
連
絡
し
、
そ
の
指
揮
を
う

　
　
け
る
こ
と
。

〔
8
〕
豪
雨
が
止
ん
で
も
、
水
位
が

　
　
急
に
さ
が
ら
な
い
し
堤
体
も

　
　
う
ん
で
い
る
の
で
少
く
と
も

　
　
三
日
位
見
廻
監
視
を
お
こ
た

　
　
ら
な
い
で
実
施
す
る
こ
と
。

ヵ
月
予
報
（
朋
）

一
時
低
目
と
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
降
水
量
は
平
年
並
か
少
な
目

又
日
照
は
多
目
の
見
込
み
で
す
。

【
下
旬
概
況
】

　
前
線
の
活
動
が
平
年
並
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
曇
り
や
雨
の
多

　
　
　
　
　
　
　
い
日
が
多
い
見

込
み
で
、
一
時
的
大
雨
の
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
平
均
気
温
は
低
目

降
水
量
は
多
目
叉
日
照
は
大
体

平
年
並
の
見
込
み
で
す
。
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＝
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＝
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＝
≡
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…
一
…
一
＝
…
＝
義

水
道
普
及
率
4
3
％

　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
市
の
う
ち
1
3
番
目

　
水
は
私
ど
も
の
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
、
水
が
豊
富
に
衛

生
的
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
は
生
活
文

化
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民
の
疾

病
予
防
に
も
大
変
役
立
つ
も
の
で

す
。
　
わ
が
国
の
水
道
は
戦
後
特
に
昭
和

二
十
七
年
度
か
ら
簡
易
水
道
に
つ
い

て
国
庫
補
助
金
制
度
が
始
め
ら
れ
て

か
ら
、
農
村
漁
村
に
も
布
設
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
三
十
七

年
三
月
末
で
水
道
の
普
及
状
況
は
、

全
国
普
及
率
五
七
・
二
％
で
、
井
戸

水
を
使
用
し
て
い
る
人
は
三
三
・
六

％
流
水
そ
の
他
を
使
用
し
て
い
る
人

が
九
・
二
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
－

こ
の
数
字
か
ら
み
ま
す
と
、
水
道
の

普
及
は
ま
だ
今
後
に
期
待
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
と
い
わ
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
を
諸
外
国
と
比
較
し
ま

す
と
、
イ
ギ
リ
ス
九
七
％
、
オ
ラ
ン

一
＝
一
＝
匠
…
…
－
§
＝
≡
≡
三
…
≡
≡
＝
…
…
≡
3
一
…
…
＝
＝
≡
一
一
…
＝
胃
2
§
象
一
喝
寓
…
…
雷
＝
≡
3
雷
園
一
…
一
3
＝
…
…
3
＝
一
一
…
…
＝
器
2
雷
＝
呂
一
≡
一
…
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
…
…
一
＝
≡
…
窪
＝
≡
3
胃

づ
き
ま
す
。
こ
の
雨
、
都
会
の
人

に
は
い
や
な
雨
で
も
、
農
家
に
と

っ
て
は
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
、
で
き
る
だ

け
快
適
に
す
ご
し
た
い
も
の
で
す

◎
健
康

　
こ
の
つ
ゆ
ど
き
で
い
ち
ぱ
ん
こ

わ
い
の
は
赤
痢
と
食
中
毒
。
そ
の

予
防
の
い
ろ
は
は
ー

①
食
事
の
前
後
に
必
す
流
し
水
で

手
を
洗
う
。

②
ふ
だ
ん
か
ら
十
分
栄
養
を
と
り

　
過
労
、
寝
冷
え
に
注
意
す
る
。

③
冷
蔵
庫
を
過
信
し
な
い
。
食
べ

　
物
は
新
し
い
う
ち
に
調
理
し
、

　
保
存
し
て
お
か
な
い
。

④
少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た

　
ら
す
ぐ
医
者
に
見
て
も
ら
う
。

◎
洗
濯

　
汗
で
よ
ご
れ
た
り
雨
で
ぬ
れ
た

衣
類
の
始
末
は
家
庭
を
あ
す
か
る

主
婦
の
い
ち
ば
ん
頭
痛
の
た
ね
で

し
ょ
う
。
晴
れ
た
ら
お
洗
濯
を
し

ょ
う
な
ど
と
い
っ
て
い
る
と
、
た

ま
る
ぱ
か
り
。
室
内
に
簡
単
な
干

〈
六
月
の
し
お
り
〉

　
　
　
　
つ

ゆ
時
は
衣
類
に
か
ん
た
ん
な
防
水

を
ほ
ど
こ
し
て
お
く
の
も
必
要
。

市
販
さ
れ
て
い
る
防
水
液
を
利
用

す
る
と
手
軽
に
で
き
ま
す
か
ら
た

め
し
て
み
て
く
だ
さ
い
．
む
し
暑

い
夜
の
た
め
に
夏
の
か
け
ぶ
と
ん

を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。
最
近
は
軽

い
合
繊
わ
た
の
ふ
と
ん
が
出
て
お

ゆ
時
の
く
ら
し

し
場
を
作
っ
て
か
た
く
し
ぽ
っ
て

か
け
て
お
き
、
ち
ょ
っ
と
で
も
日

が
さ
し
た
ら
す
ぐ
戸
外
へ
出
す
。

の
り
を
つ
け
て
も
一
鳳
で
乾
か
な

い
と
カ
ビ
が
で
き
や
す
い
の
で
、

こ
の
カ
ビ
を
防
ぐ
の
り
（
五
十
蓼

百
円
程
度
）
を
利
用
じ
ま
す
。
つ

・
り
丸
洗
い
も
可
能
。
カ
バ
、
－
を
つ

け
て
お
つ
か
い
く
だ
さ
い
。

◎
食
卓

　
こ
の
月
は
新
し
い
野
菜
が
盛
ん

に
出
回
り
ま
す
。
栄
養
価
の
高
い

ト
マ
ト
や
ピ
ー
マ
ン
を
、
な
る
べ

く
な
ま
で
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。
キ
ウ
リ
や
ナ
ス
は
栄
養

価
の
点
で
は
落
第
で
す
が
食
欲
増

進
に
は
役
立
ち
ま
す
。

◎
す
ま
い

す
ま
い
の
重
点
は

0
水
は
け
の
よ
い
と
い
盟
こ
わ
れ

　
た
と
い
な
ら
な
い
方
が
ま
し
で

す
。

②
雨
も
り
す
る
屋
根
の
修
理
置
か

　
わ
ら
が
い
た
ん
で
い
た
ら
す
ぐ

　
新
し
い
も
の
と
取
り
替
え
る
。

　
新
し
い
も
の
が
間
に
合
わ
な
い

　
場
合
は
、
ト
タ
ン
板
を
差
し
こ

　
ん
で
お
く
。
ト
タ
ン
麗
根
の
応

　
急
修
理
は
、
汽
の
あ
い
て
る
と

　
こ
ろ
を
ぬ
っ
て
、
さ
ら
に
布
を

　
あ
て
て
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
ぬ

　
る
。
こ
の
よ
う
に
五
、
六
回
く

ぴ
か
い
す
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「

ダ
九
六
％
、
西
ド
イ
ツ
八
○
％
、
イ

　
タ
リ
ア
七
七
％
、
ア
メ
リ
カ
七
六
％

　
ス
ェ
ー
デ
ン
七
〇
％
、
デ
ン
マ
；
ク

　
六
六
％
、
フ
ラ
ン
ス
五
九
％
と
な
っ

て
お
り
、
い
す
れ
も
日
本
よ
り
普
及

率
も
高
く
、
先
進
国
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
　
こ
の
よ
う
に
わ
が
国
の
水
道
普
及

率
に
及
ぱ
な
い
こ
と
、
ま
た
最
近
急

激
な
人
口
の
都
市
集
中
と
一
人
当

り
使
用
量
の
増
加
の
た
め
、
大
都
市

に
お
い
て
は
断
水
ま
た
は
出
水
不
艮

が
み
ら
れ
、
中
小
都
市
、
農
村
に
お

い
て
も
水
需
要
が
増
大
し
、
末
給
水

地
区
の
水
道
布
設
の
要
望
が
強
く
な

・
っ
て
い
る
の
で
、
従
来
の
水
道
整
備

十
ヵ
年
計
圃
を
設
定
し
て
新
た
に
水

道
整
備
緊
急
五
ヵ
年
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
昭
祁
三
十
八
年
度

か
ら
四
十
二
年
度
ま
で
の
五
ヵ
年
閥

に
、
全
国
の
普
及
率
を
七
五
・
一
％

に
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
現
在
の
市
の
給
水
人
口
一
九
八

八
二
人
で
計
画
給
水
区
域
内
人
口
二

水道普及状況
二
六
五
四
人
に
対
し
八
七
・
八
％
の
。

普
及
率
叉
水
道
の
総
使
用
水
量
。

　
、1

一
2
、

3
、

4
、

5
、

6
、

7
、

8
、

一
年
間
の
総
使
用
水
量

約
九
八
万
立
方
米

一
年
間
の
総
使
用
料
金
（
見
込
）

約
二
、
二
八
○
万
円

一
戸
一
ヵ
月
平
均
使
用
水
量

約
二
三
立
方
米

一
戸
一
ヵ
月
平
均
使
用
料
金

五
六
〇
円

一
般
家
庭
月
平
均
使
用
水
量

約
一
六
立
方
米

一
般
家
庭
月
平
均
使
用
料
金

三
七
〇
円

一
人
一
日
平
均
使
用
水
量

一
九
三
潟

一
人
一
日
平
均
最
大
使
用
水
量

　
　
一
一
九
七
認

一
方
簡
易
水
道
に
お
き
ま
し
て
は

　
野
中
地
区
　
二
四
戸
　
　
　
一
五
人

　
吉
田
地
区
一
三
〇
戸
　
七
六
八
人

　
安
養
寺
地
区
三
三
戸
　
一
六
八
人

　
北
原
地
区
　
三
〇
戸
　
一
七
七
人

　
当
間
地
区
　
三
三
戸
　
二
二
八
人

　
合
計
二
四
〇
戸
一
四
〇
五
人

　
（
上
水
道
給
水
区
域
外
人
口
二
七

　
五
五
三
人
に
対
し
六
％
の
普
及

率
）

　
な
お
消
化
器
系
伝
染
病
患
者
発
生

に
つ
い
て
み
る
と
十
日
町
市
の
場
合

給
水
地
域
で
一
一
人
、
未
給
水
地
域

で
は
＝
四
人
と
な
っ
て
お
り
水
道
布

設
が
私
達
の
生
活
の
面
に
お
い
て
も

安
全
性
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

非
課
税
範
囲
の
拡
大

　
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知

　
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
【
、
市
町
村
民
税
に
つ
い
て

　
①
非
課
税
範
囲
の
拡
大

　
　
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
又

　
　
は
か
婦
に
つ
い
て
年
所
得
が
二
十

　
　
万
円
以
下
の
方
は
課
税
さ
れ
ま
せ

　
　
ん
。
今
ま
で
は
＋
八
万
円
で
す
．

②
扶
養
控
除
に
つ
い
て

麗髄

　
　
　
　
控
除
の
引
上
げ
、

　
こ
の
た
び
地
方
税
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
四
月
二
十
五

日
の
市
議
会
に
お
い
て
次
の
よ
う
に

市
税
条
例
を
改
正

今
ま
で
扶
養
親
族
一
人
に
っ
い
て

四
百
円
を
税
額
か
ら
控
除
し
て
い

ま
し
た
が
、
改
正
に
よ
り
所
得
か

ら
一
人
目
四
万
円
、
二
人
目
以
下

三
万
円
を
控
除
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

③
専
従
者
の
税
額
控
除
額
の
引
上
げ

　
に
つ
い
て

　
今
ま
で
青
色
事
業
専
従
者
一
人
に

　
つ
い
て
七
百
円
、
事
業
専
従
者
一

　
人
に
つ
い
て
五
百
円
を
控
除
し
て

　
お
り
ま
し
た
が
、
改
正
に
よ
り
七

　
百
円
を
千
六
百
円
に
五
百
円
を
千

　
円
に
引
上
げ
ま
し
た
。

二
、
国
定
資
産
税
関
係
に
つ
い
て

①
部
落
又
は
町
内
の
集
会
所
等
の
課

税
免
除
に
つ
い
て

　
新
し
く
規
定
さ
れ
た
条
例
で
部
落

等
の
所
有
で
あ
っ
て
部
落
等
の
集

　
合
、
研
修
等
の
行
亭
に
使
用
す
る

　
目
的
で
部
落
等
の
所
有
す
る
土
地

家
屋
に
つ
い
て
固
定
資
産
税
を
免

　
除
す
る
規
定
で
あ
0
ま
す
の
で
、

　
固
定
資
産
の
一
部
を
有
料
で
貸
付

　
け
、
叉
は
一
部
を
目
的
意
外
の
用

　
に
供
す
る
場
合
に
は
該
当
し
な
い

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
規
定
に
該
当
す
る
固
定
資
産

　
を
有
す
る
部
落
等
は
市
長
に
申
告

　
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

　
で
申
告
し
て
下
さ
い
。
申
告
書
は

　
市
役
所
又
は
出
張
所
に
ご
ざ
い
ま

す
。

三
、
た
ぱ
こ
消
費
税
に
つ
い
て

　
現
行
百
分
の
十
三
が
、
百
分
の
十

　
五
に
税
率
が
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た

四
、
電
気
、
ガ
ス
税
に
つ
い
て

現
行
百
分
の
八
が
百
分
の
七
に
税

率
が
引
上
げ
ら
れ
、
な
お
綿
糸
、

　
ス
フ
糸
、
絹
織
物
、
ス
フ
人
絹
織

　
物
等
に
使
用
さ
れ
た
電
気
料
金
に

　
つ
い
て
百
分
の
二
の
税
率
で
課
税

さ
れ
ま
す
。

五
、
土
地
に
対
す
る
課
税
の
特
例
に
伽

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
回
の
法
律
の
改
正
及
び
条
鉱

改
正
に
よ
り
既
に
製
知
の
よ
う
㎜

　
に
評
価
替
に
よ
る
税
負
担
の
激
変
出

　
を
さ
せ
な
い
処
置
と
し
て
、
評
価

　
替
に
よ
る
評
価
額
が
三
十
八
年
度

　
の
評
価
額
と
比
較
し
、
田
畑
に
つ

　
い
て
は
三
十
八
年
度
の
価
額
を
上

坂遺跡

回
る
場
合
に
は
三
十
八
年
度
と
同
’
あ
い
だ
・
両
岸
に
つ
く
り
だ
し
た
河

　
ロ宅

地
、
山
林
、
原
野
、
雑
種
幾
し
の
詮
と
っ
て
・
絶
好
の
住
み

難
難
　
雛
齪
　
　
　

　
る
こ
と
に
改
正
さ
れ
、
ご
の
特
例

　
は
昭
和
三
十
九
年
度
か
ら
昭
和
四

　
十
一
年
度
ま
で
の
三
ヵ
年
適
用
さ

れ
ま
す
。

　
又
土
地
の
免
税
点
は
今
ま
で
二
万

　
円
（
土
地
の
合
計
額
）
が
二
万
四

　
千
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
以
上
改
正
の
大
要
を
申
し
の
べ
ま

し
た
が
、
そ
の
他
市
税
に
つ
い
て
不

明
の
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
そ
の

ま
＼
に
せ
す
税
務
課
に
ご
遠
慮
な
く

お
聞
き
下
さ
い
。
御
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
十
日
町
市
や
、
中
魚
沼
地
方
一
帯

は
、
考
古
学
の
宝
庫
だ
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
、
数
多
く
の
遺
跡
が
散
在
し
て

い
ま
す
。

　
信
濃
川
が
、
幾
千
万
年
の
な
が
い

躍
岸
段
丘
の
平
ら
な
台
地
は
、
大
む
か

段
丘
上
の
生
活
は
、

れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
広
女
と
ひ
ら
け
て
、

い
A
口
地
に
は
、

草
の
実
な
ど
の
山
の
幸
（
さ
ち
）
が

あ
ふ
れ
、

そ
の
麦
流
に
す
む
、

マ
ス
な
ど
、

ち
）
の
お
か
げ
で
、
食
料
に
は
こ
と

欠
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
だ
か
ら
、
蒲
原
平
野
の
ほ
と
ん
ど

が
、
芦
沼
に
お
N
わ
れ
て
い
た
こ
ろ

新
築
住
宅
に
対
す
る

固
定
資
産
税
額
の
軽
減

こ
の
た
び
市
税
条
例
の
改
正
に
よ
り

次
の
住
宅
に
つ
い
て
、
住
宅
建
設
の

促
進
の
た
め
に
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

ー
、
二
盤
比
宅

　
次
の
要
件
に
該
当
す
る
住
宅
に
つ

　
い
て
固
定
資
産
税
額
が
三
年
間
二

　
分
の
一
に
軽
減
し
ま
す
。

専
用
住
完

〔
ア
〕
昭
和
三
十
八
年
｝
月
一
百
か

　
　
ら
昭
和
四
十
四
年
一
月
一
日
ま

　
　
で
の
間
に
新
築
さ
れ
た
も
の

　
　
（
移
築
増
築
さ
れ
た
も
の
は
含

　
　
ま
れ
ま
せ
ん
）

〔
イ
〕
居
住
部
分
の
床
面
積
が
、
八

　
　
十
五
平
方
麿
、
二
五
坪
七
合
一

　
　
勺
（
共
同
住
宅
等
に
あ
っ
て
は

　
　
独
立
に
区
画
さ
れ
た
居
住
部
分

　
　
が
、
床
面
積
が
い
す
れ
も
八
十

　
　
五
平
方
渚
）
以
下
の
も
の
に
限

　
　
ら
れ
ま
す
。
な
お
居
住
部
分
に

　
　
は
住
宅
と
一
体
に
な
っ
て
効
用

　
　
を
果
し
て
い
る
納
屋
、
物
置
、

　
　
土
蔵
等
も
含
ま
れ
て
八
十
五
平

　
　
方
層
以
上
か
以
下
を
判
定
し
ま

　
　
す
。

〔
ウ
〕
三
・
三
平
方
層
当
り
（
一

　
　
坪
）
の
価
格
が
八
万
円
以
下
で

　
　
あ
る
こ
と
。

　
　
併
用
住
宅
（
一
棟
の
中
に
住
宅

　
　
部
分
と
事
務
所
店
舗
、
作
業
場

　
　
等
併
用
し
て
い
る
も
の
）

　
　
　
併
用
住
宅
に
つ
い
て
は
、
居

　
　
住
用
の
部
分
の
床
面
積
が
そ
の

　
　
家
屋
の
床
面
積
の
二
分
の
岨
以

灘
臨
㎜

同
じ
で
あ
り
ま
す
・
　
拗

2
、
中
高
炉
耐
火
住
宅

　
次
の
要
件
に
該
当
す
る
住
宅
に
つ

　
い
て
、
固
定
資
産
税
額
の
二
分
の

　
一
に
相
当
す
る
額
を
新
築
後
（
地

　
上
四
階
以
下
の
も
の
は
五
年
間
、

　
五
階
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
は
十

　
年
間
）
軽
減
し
ま
す
。

〔
ア
〕
昭
和
三
十
九
年
一
月
二
日
か

　
　
ら
昭
和
四
十
四
年
一
月
一
日
ま

　
　
で
の
間
に
新
築
さ
れ
た
も
の

　
　
（
移
築
増
築
さ
れ
た
の
は
含
ま

　
　
れ
ま
せ
ん
）

〔
イ
〕
居
住
用
の
部
分
の
床
面
積
が

　
　
の
家
屋
の
床
面
積
の
三
分
の
二

　
　
（
居
住
分
部
の
一
階
当
り
平
均

　
　
床
面
積
が
そ
の
他
の
部
分
の
一

　
　
階
当
り
平
均
床
面
積
未
満
で
あ

　
　
る
も
の
に
あ
っ
て
は
五
分
の

　
　
三
）
以
上
で
あ
っ
て
、
し
か
も

　
　
そ
の
居
住
部
分
の
床
面
積
が
八

　
　
十
五
平
方
騎
（
二
十
五
坪
七
合

　
　
一
勺
）
以
下
で
な
け
れ
ぱ
な
り

　
　
ま
せ
ん
。
共
同
住
宅
等
に
あ
っ

　
　
て
は
独
立
に
区
画
さ
れ
た
一
の

　
　
居
住
部
の
床
面
積
が
い
す
れ
遇

　
　
八
十
五
平
方
層
以
下
で
あ
る
こ

　
　
と
。

〔
ウ
〕
三
・
三
平
方
層
当
り
（
哨

　
坪
）
の
価
格
が
十
二
万
円
（
簡

　
易
耐
火
建
築
物
に
あ
っ
て
は
＋

　
万
円
）
以
下
で
あ
る
ζ
と
。

㎝
蒲
礒
難
駈
勧
赴
硫
轍
ゲ
て

　
　
　
守
夏

　
　
　
　
　
化

　
　
　
　
　
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

面
積
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　
翻
文
時
代
の
遺
物
一
万
五
千
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
床
か
ら
数
え
て
四
段
目
の
段
丘
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
腹
か
ら
、
北
側
の
丘
の
上
に
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
東
西
約
百
麿
、
南
北
約
百
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
、
面
積
に
し
て
お
よ
そ
一
万
平
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層
に
お
よ
ぶ
広
い
畑
の
な
か
に
、
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器
や
石
器
の
か
け
ら
が
ち
ら
ぱ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
＼
が
小
坂
遺
跡
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
土
す
る
遺
物
が
多
い
の
で
、
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
採
集
者
の
た
え
ま
が
な
く
、
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
人
々
に
よ
っ
て
乱
掘
さ
れ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貴
重
な
遺
物
が
持
去
ら
れ
、
し
か
も

　
　
　
　
わ
り
あ
い
恵
ま
こ
の
あ
た
り
一
帯
の
開
田
計
画
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
で
、
や
が
て
は
い
ん
滅
し
て
し

　
　
　
　
　
日
当
り
の
よ
ま
う
運
命
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
し

　
　
鳥
や
ケ
モ
ノ
、
木
や
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
た
め
、
遺
跡
を
な
が
く
保
存

下
を
流
れ
る
信
濃
川
や
、
　
す
る
た
め
の
学
術
調
査
の
必
要
性
が

　
　
　
　
豊
冨
な
サ
ヶ
、
　
痛
感
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
豊
か
な
川
の
幸
（
さ
　
　
そ
こ
で
、
昭
和
三
＋
四
年
七
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
教
育
委
員
会
が
主
催
し
て
、
立
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
の
中
川
成
夫
助
教
授
指
導
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
に
、
本
格
的
な
発
掘
調
査
が
お
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
結
果
、
完
形
な
い
し
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
近
い
状
態
の
土
器
数
箇
を
ふ
く
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
一
万
五
千
点
に
も
の
ぽ
る
大
小

細
女
と
し
た
生
活
の
営
み
が
つ
す
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
o

　
市
内
だ
け
で
も
、
無
土
器
時
代
、

縄
文
時
代
、
弥
生
時
代
、
古
墳
時
代
焔
式
土
器
を
作
つ
た
人
女
と
、
同
じ

と
よ
ぱ
れ
る
、
有
史
以
前
の
大
む
か
時
代
に
、
こ
＼
に
も
同
じ
よ
う
な
土

し
の
人
六
が
、
生
活
を
営
ん
で
い
た
器
を
使
っ
た
人
友
が
生
活
を
営
ん
で

あ
と
が
、
八
＋
ヵ
所
ぱ
か
り
確
認
さ
い
た
の
で
す
。

れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
発
掘
で
、
む
か
し
の
人
六
の

　
こ
の
数
多
い
遺
跡
の
な
か
で
、
縄

文
式
土
器
と
よ
ぱ
れ
る
、
縄
目
の
よ

う
な
も
よ
う
や
、
竹
ペ
ラ
で
線
や
点

を
描
い
た
土
器
を
使
っ
て
い
た
、
縄

文
時
代
－
今
か
ら
約
二
千
年
ぱ
か

り
前
か
ら
、
七
、
八
千
年
く
ら
い
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
ー
に
属
す
る
も
の
が
、

約
九
訥
近
く
も
し
め
て
い
ま
す
。

　
縄
文
時
代
の
な
が
さ
は
、
七
、
八

千
年
に
も
お
よ
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
市
内
に
あ
る
遺
跡
は
、
今
か

ら
約
四
、
五
千
年
ほ
ど
前
の
、
縄
文

中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
も
の
が

圧
倒
的
に
多
い
よ
う
で
す
。

　
そ
の
縄
文
時
代
の
中
期
か
ら
後
期

に
か
け
て
の
、
代
表
的
な
遺
跡
が
、

小
坂
遺
跡
で
す
。

　
鐙
島
小
、
学
校
の
裏
山
に
、
通
称
を

小
坂
と
い
う
場
所
が
あ
り
ま
す
。

　
学
校
分
裏
手
の
山
道
を
の
ぼ
っ
て

三
つ
め
の
坂
の
あ
た
り
、
信
濃
川
の

の
遺
物
が
出
土
し
、
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
、
こ
＼
に
は
、
今
か
ら
約
五
千
年

ほ
ど
前
の
縄
又
中
期
の
は
じ
め
か

ら
、
後
期
の
な
か
ご
ろ
に
か
け
て
の

千
年
以
上
に
わ
た
る
、
な
が
い
あ
い

だ
人
間
が
住
み
つ
す
け
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
た
の
で
す
。

　
新
潟
国
体
の
聖
火
台
の
モ
デ
ル
に

な
っ
て
、
一
や
く
有
名
に
な
っ
た
長

岡
市
の
馬
高
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
火

住
み
か
で
あ
る
堅
宍
式
件
居
と
摺
わ

れ
る
住
居
祉
が
、
少
く
と
も
三
っ
以

上
あ
っ
た
こ
と
は
、
焼
け
あ
と
を
残

し
て
い
る
炉
掛
群
や
、
柱
穴
の
存
在

に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
石
器
は
石
を
打
ち
欠
い
て
つ
く
っ

た
打
製
石
斧
が
、
破
片
を
ふ
く
め
て

約
五
十
箇
、
磨
き
あ
げ
た
暦
製
石
斧

が
四
つ
、
石
錐
（
き
り
）
が
三
つ
、

魚
を
釣
る
と
き
や
、
網
の
お
も
り
に

使
う
た
め
、
ま
る
い
扁
平
な
石
の
両

は
じ
を
打
ち
欠
い
て
糸
か
け
を
つ
く

っ
た
錘
石
（
お
も
り
い
し
）
が
二

つ
、
そ
の
ほ
か
、
や
じ
り
、
石
槍
、

凹
み
石
な
ど
、
あ
わ
せ
て
百
箇
近
い

も
の
が
採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
土
製
品
の
な
か
に
は
、
人
間
を
か

た
ど
っ
た
土
偶
（
ど
ぐ
う
）
ー
土
入

形
i
の
一
部
が
七
つ
、
そ
の
ほ
か
、

サ
ル
の
顔
を
か
た
ど
っ
た
と
思
わ
れ

る
動
物
土
偶
や
、
ス
タ
ン
プ
形
土
製

品
な
ど
も
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
小
坂
か
ら
出
土
し
た
土
器
は
、
火

焔
式
土
器
に
代
表
さ
れ
る
信
濃
川
流

域
に
独
特
な
も
の
が
主
体
を
な
し
て

い
る
の
は
当
然
で
す
が
、
な
か
に
は

東
北
地
方
の
影
響
を
う
け
て
い
る
も

の
や
、
関
東
の
海
岸
地
方
特
有
の
も

よ
う
を
も
っ
た
土
器
な
ど
も
い
く
つ

か
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
幾
千
年
の
む
か
し
、
す
で
に
関
東

や
東
北
と
の
交
流
が
茄
こ
な
わ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
は
、
大
き
な
驚
異

と
い
わ
ね
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

　
小
坂
遺
跡
一
つ
だ
け
の
発
掘
で
は

む
か
し
の
人
六
の
生
活
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
い
く
つ

か
の
発
掘
の
つ
み
重
ね
に
よ
っ
て
、

当
時
の
人
が
、
ど
ん
な
暮
し
を
し
て

い
た
の
か
、
そ
の
信
仰
や
、
社
会
の

し
く
み
な
ど
も
、
だ
ん
だ
ん
は
っ
き

り
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
小
坂
遺
跡
の
こ
と
を
、
く
わ
し
く

知
り
た
い
方
は
、
発
掘
報
告
書
「
小

坂
遺
跡
」
が
刊
行
さ
れ
、
公
民
舘
図

書
室
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
お
読
み
下

さ
い
。
　
（
市
商
工
課
長
佐
野
良
吉
）
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